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Abstra（三t   

でhealgalflorasandcoastalenvironm◎ntat17sはtionsinKataBay購reinvestlgated  
rromMaytoJune，1997・Thenumberofspeciescollecもedwas80comprlSlnglOspeciesor  
Chlorophyceae，33speeiesorPhaeophyc組e，37spedesofRhodophycea臥 Considering  
th¢algalrlorasandtheirdistribution，KataBaywasdividedinも03ar8aS，i・e・inner  
partsoどthebay，CenもralparもOfth¢bayandopenseaareas・In血innerparLsor汰¢bay・  
there購reOnlyafewalgalspecies，and“isoyake，′areaswereroundins脚eralstations・  
Thecentralpart of the bay was chracterized by the developed SaT￥aSSum ZOne・S・  
ッαmαmO£0£andぶ．函払吋か刑Wereth8dominantspeciesinthiszone・The open s飽  
areasweredominatedbysmallerecもalga臥 でhesecharacteristicsofalgalrloraand  
theirdistributionin王；ataBayareaももribuもed to waves，Water mOtion，turbid water  
eausedbyreclamaもionworksandself・pOllutionbyrishculture・  

KeyⅥ70rds：KataBay・algalflora・S¢aWeedbed  

う際には，造成を行なう海域にどのような種が生育して  

いるのか，目的とする種がどのような場所に生育してい  

るのかを知る箪が非常に誼要であり，梅凍の植生調査は  

必整不可欠である。また，藻類は種により特有の生理的・  

生態的特徴を持ち，その分布は温度，光，波浪，基層な  

どの環境腰儀医大きく左右される＝）。すなわち，海藻  

の植生はその海域の環墟を反映しているものといえる。  

従って，継続的な海藻の植生調姦により，海域の環境の  

変化を示す挙が可能である。   

賀田湾の北方に隣接する尾鷲湾では，1957年から   

緒  育  

三惑県展駕湾の商に隣接する賀田湾は，南方に開いた  

湾口部と，風 西，北方に広がる3つの枝湾を持つ特徴  

的な形状を示し，黒潮が流れる外海に面する外海的性格の  

強い湾である。近年，湾奥郡からの河川水の流入，採石  

場からの商水，魚根餐碑等による湾内の環境変化が督しく，  

湾内の一部には磯焼けと思われる場所も生じて蓉ている。  

1997年庶から尾鷲市が主体となり，ホンダワラ料の  

藻類を中心とした藻場造成が始まった。藻場造成を行な  
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ソトをポートで周り，素潜りにより潮間碍から水深約3  

mまでの範囲を調査した。各調適地点内に生育する養親  

を採施し，種を同定した。また，目視観測により各調査  

地点における被皮を詑録した。披皮階級は4段階に分娩  

十＋＋は被皮50％以上の優占秤，」－＋は被皮10…50％  

の準優占種，＋は10％以下の点在種，Rは1ないし数  

個体しか観察されなかった希塵種とした。さらに，磯焼  

けおよび底質についても，目視観察により調姦し諾己録し  

た。磯焼けの定義は明確に産まっていないが，谷口  

（1998）は‡∃然の環境の変化により大型の褐滋が褒過し  

て鰻節サンゴモが俊一当し，アワビなどの有用魚介櫓が減  

少して漁米生産が著しく低下する現象としている¢）。ま  

た，人為的な現場破壊によって生じたものは“磯荒れ”  

として区別している。木調番においては海藻の生育状況  

表1調速目と羽姦地点  

1995年にわたる海藻植生溜悉の結果，ここ20仙30年の  

間に189種から96種へと稲敷が大幡に減少しているき〉。  

また，樽奥都に分布していた藻類が湾口部まで分布域を  

広げ，湾中央部に分布していた多くの報類の分布域が縮  

小するなど，梅轟の植生分布からみて内湾化が進んでい  

ることが確認されている。時に水産的な蔑寮種である大  

型褐潔アラメについては，1957－1962年には湾中央部  

から惰日郎にかけて群落が形成されていたが，1976年  

には掩脛l部のみに分布域が縮小し，このような植生の変  

化に及ぼす愛憐はして魚類養殖や火力発電所からの温排  

水等が考えられている4・5） 。しかし，これまで蟹田湾に  

おいて，植生の継続的な調査は行われておらず，とりあ  

えず植生の現況を把捉する必要がある。そこで，本研究  

は，賀田湾内の海藻植生分私 魚頓養殖および海岸線等  

の概況を調遺するとともに，海溝植生から湾内の環境を  

考察し，深場造成を行なう際の基礎資料を得ようとする  

目的で行なった。  

調査方法  

調査は，1997年5月から6月にかけて，湾内17地点  

について行った。袋田拷の位置および調適地点図を図1，  

調姦日と綱適地点を袈1にそれぞれ示した。各調査ポイ  

鍋査日  鞠  盃  地  点  

1997．5．22 紙2，St．1，St．16，St．17  

1997．5．23 st．11，St．12  

1997，6．6 st．10，St．9，S七8，St．7  

1997－6．26 鈍．6．st．3，St．4．st．5，St．13，＄t，14．st．15  

図1賀田湾の位濫および禍恕池魚   
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から判断し，大型褐轟が著しく少なく無節サンゴモが優  

占する海域を磯焼けとした。  

1997年9月に湾内の海藻植生に影響を及ぼしている  

と患われる海岸線の状況と，湾内における寒殖の現況を  

調べた。海藻分布調査と同じポイントをポートで周りな  

がら，沿岸独楽漁場図を参考にし，調査地点の周囲の状  

況を写窺および野帳に記録した。内線軋 内海使および  

外海性の指機種の基準については，展驚湾8）および英虞  

簡5）における植生調査を参動こした。  

結  果   

1．鞠蛮地点と海藻植生   

図1に示した網恋地点内で80種が確認された。うち，  

緑藻は10種，褐溌は33租 紅潔は37種であった。た  

だし，醸節サンゴモについては種の同定ほ行わなかった。  

調査地点別に確認された絡数を緑藻，褐深 紅潔ごとに  

分けて図2に示した。   

縁轟は，種類数は各調適地点で0－7稽と少なく，湾  

内金城に広く分布していた。これに対し，褐藻と紅凍は  

s仁．1－2，St．8－11，及びst．16－17で多かった。特に，  

湾口部に近いst．1，St．2，St．16およびst．17では，褐  

潔の積数に比べて紅裸の穫数が多かった。   

各調速地点の特徴を以下に概説する。   

St．1   

輝から急斜する岩礁地帯からなり，汝当たりが強い。  

海藻璃塵は盤富で，潮間渾にほヒデリメン，イソモクの  

群落が見られる。潮下帯にはへラヤハズが多数生簡し，   

水深3m以探にはアントクメが生爾する。   

st．2   

輝から急斜する岩礁地神からなり，披当たりが強い。  

海藻植生は豊富で，潮間滞にはカイノリ，コプソゾ，オ  

キツノ】j等多種の藻類が見られる。潮下帯にはカバノリ，  

シワヤハズが生育するが，大型褐藻は比較的少ない。   

sモ．3   

辟から急斜する岩礁地輝からなる。全体にやや貧相で，  

へラヤハズ，オバクサが目立っ程度である。桟所にはム  

ラサキウニが，深所にはガンガゼが多数見られた。   

St．4   

浅所は岩礁で深所は砂礫からなる。極めて貧相であり，  

ミルが1個体生督していたのみであった。岩礁は無節サ  

ンゴモに覆われて磯焼けとなり，ガンガゼが極めて多数  

見られる。   

St．5   

浅く小さな湾l勾で，砂泥と轢からなる。梅溌植生は貧  

相であるが，マメタワラ，タマハハキモクおよぴエンド  

ウモクのような大型褐藻が群落を形成している。また，  

ウミウチワ，オバクサも散在する。   

St．6   

輝から急傾斜する大壷な艇石地禅。植生は貧相で，潮  

間滞上部には海藻は見られず，低測線付近にイソモク，  

潮下滞にフタエモクがやや目立っ程度である。浅所にはム  

ラサキイガイが多くみられる。培土は無節サンゴモに覆わ  

れ，ムラサキウニが多数生暫し，磯焼けとなっている。  
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図2 各調適地点における線轟，褐済 紅轟の出現積数．   
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上にアナアオサ，ミル等の小型の海藻が生暫している。   

St．15   

輝から忽斜する岩礁地帯からなる。梅潔植生は比較的  

愚富で，潮間禅にはハイテンダサ，ヒジキの群落が見ら  

れる。潮下帯にはアントクメ，シワヤハズ，へラヤハズ  

が群落を形成する。   

＄t．16   

輝から急斜する岩礁地裾からなる。海港植生は盛寓で，  

潮間常にはヒジキ，低潮練下にはヒラネジモクの群落が  

見られ，さらに下層にはアントクメが生育する。へラヤ  

ハズ，シワヤハズ，アミジグザ，イパラノリ等の小型の  

藻類も多い。   

st．17   
輝から急斜する岩礁地滞からなる。梅潔植生は愚魔で  

sも．16とほぼ同様であるがヒジキは生督しない。偲潮線  

下にはヒラネジモクの群落が見られ，さらに下層にはア  

ントクメが生督する。  

2．海藻種から見た海域区分   

確認された80椰のうち，広範囲に分布し，比較的被皮  

の高い44椰について，種名および4段階に分けた披皮を  

まとめ，海域の相模稀として表2に示した。繊細には調姦  

地点も 湾奥部から外海寄りの湾口部に向かって左から右  

に順に配列した。縦軸には溌敷の稀を，外海への偏りの強  

いものから内湾への偏りの強いものへ上から下に順に配列  

した。St．4とst．18については，海藻がはとんど確認され  

なかったので表からは外した。この裁から，綺全体に分布  

する椰（へラヤハズ，シワヤハズ等），湾輿から簡単央にか  

けての調姦地点に主に分布する櫻（タマハハヰモク，マメ  

タワラ啓），湾口よりの調速地点にのみ分布する椰（ツノ  

マタ，コプソゾ等）が存在する挙が分かる。互いに近距離  

にある調査地点でも，St．8とst．7では，岬を境に大きく  

植生が異なっていた。＄も．8では＋が18種，＋1－と＋＋十  

が1櫻ずつ確認されたのに対し，St．7でほ11種と少なかっ  

た（図2）。同様にst．11とst．12の問でも岬を墳に，被  

庇および種数が大きく異なっていた。   

表2および図2より，海潔類の分布を義に海域区分を  

紙みた。その結果，St．5，14，12，7，6，15，3巷含む  

海域を内湾域，St．10，9，11，8を含む海域を内海域，  

如．17，16，2，1を含む海域を外海とした。海藻植生か  

らみた海域区分を図3に示した。各海域の特徴ほ以下の   

St．7   

砕から急傾斜する大きな転石地滞。植生ほ窓相である。  

潮間将にカイノリおよびイソモクが生爾し，潮下禅にはコ  

プクロモク，フクロノリ，へラヤハズ等が生育する。ムラサ  

キウニが多く醸節サンゴモが優占し磯焼けとなっている。   

st．8   

輝から急傾斜する岩槻と大審な転石からなる。深所は  

砂地となる。植生は豊かで，マメタワラの発透した群落  

内に，多種のホンダワラ科の藻類およびアントクメが混  

生する。へラヤハズ，シワヤハズ，アミジグサ等の小型  

褐藻も目立っ。   

＄t．9   

辟から急傾斜する岩礁と大きな抵石からなる。深所は  

砂地となる。植生は盛かで，低潔線近くにはイソモク，  

ヒラネジモクが多数生脅する。潮下聯にはマメタワラと  

アントクメの群落が発達し，他種のホンダワラ科溌痴漸  

混生する。群落の下層にはアミジグサが多い。   

st．10   

輝から水深7…8mまでは急傾斜する岩礁と檻石から  

なる。それ以深は砂地となる。植生は豊かで，潮間帯上  

部から低潮組付近にかけてカイノリ，ヒジキ，イソモク  

等が多数生育する。水深2…7mにかけてヨレモクモド  

キの大群落が形成される。   

St．11   

遠浅で浅所は転石，深所は砂礫と石からなり，小さな  

島が点在する。植生はやや磨かであるが，辟よりにはウ  

ニが多く磯焼けとなっている部分もある。潮間帯にはカ  

イノリ，ヒジヰが多く生育する。潮下常には，トゲモク  

が多く，その他にブタエモク，アントクメ等の大型褐潔  

が見られる。   

St．12   

辟から傾斜する転石地滞。海藻植生はやや貧相で，潮  

間帯にヒジキ，カイノリの群落が見られるが，潮下聯に  

は海轟は少なく，大型褐諒としてはヒロメが生督するの  

みである。   

St．13   

浅漸の岩礁で，砂泥に覆われている。浮泥が多く，藻  

類は全く生育していない。   

St．14   

岩礁と小石からなる。海藻植生ほやや貧相で，ウミウ  

チワ，アントタメが目立っ程度である。養殖用のロープ  
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表2 矧弱敵こおける海藻拍機種の分布と海域区分  

－ト1－」－：被皮50％以上   

－＝∵頒渡川－50％  

＋：披皮10％以下  

R：1ないし数個体   



愈鳥 形・栄藤和治・前川行幸  60  

通りである。  

・内湾域   

波静かな場所で，小型の潔類が目立っが，全体的には  

貧相である。山般的には，外海に蘭した湾では，湾敢廃  

部に相当する。特徴的な落潮としては，タマハハキモク，  

ヒジキ，ミル等がある。ここでは図1で示した三木澄枝  

湾・三木浦波湾の湾輿部と矧ヨ鳳 富江漁港の位監する  

場所である。磯焼けが多く見られた。  

・内海域   

機中央部から湾口部にかけての場所で，外海水の影轡  

をある程度受ける場所である。一般的には，ホンダワラ  

科の凝蘭がつくるガラモ場やコンプ料の藻類がつくる海  

中林がみられる場所である。特徴的な藻類としてほ，マ  

メタワラ，アントタメ，アミジグサ，イソモク等があり，  

発透したガラモ場が見られた。ここでは賀田椅の中央部  

が相当する。  

・外海域   

湾口部の外海に面した場所で，外海からの波浪を強く  

受ける場所である。はとんど小型の梅髄で占められ，こ  

こに生育する藻類は内湾域や内梅墟ではみられない。特  

徴的な轟餌としては，ヒラネジモク，コプソゾ，カバノ  

リ等がある。ここでは喪閥務の湾口部が相当する。  

3．藻場の分布   

ガラモ場あるいは海中林を形成する大型褐覇であるホ  

ンダワラ科とコンプ科の海藻群落，および無節サンゴモ  

の分布を図4に示す。ホンダワラ料およびコンプ科の梅  

髄群落は賀田機中央の内海域に集中していた。潮間帯か  

ら潮下符直下の浅所では，ホンダワラ科のヒジキ，ヒラ  

ネジモク，イソモクの群落が見られた。滴下滞には，ホ  

ンダワラ科の藻類としては衆樺のsも．10ではヨレモク  

モドヰが，酉樺のst．8，9ではマメタワラがそれぞれ  

発適した群落を形成していた。ホンダワラ料の礫頬の下  

層にはコ∵ンプ科のアントクメおよびヒロメが混生してい  

た。内湾域ではst▲5にタマハハキモクの小さな群落が  

見られたのみであった。娠蘭サンゴモが優占する磯焼け  

が内湾域のst．4，7，12，14に多く見られた。  

4．海域の環境   

蟹田湾沿樺の梅棒線の概況を囲5に，タイ養殖，嘉珠  

滋殖および定置網漁業が行われている個所を医16に示し  

た。各枝湾の湾奥部において護岸工事が広く行われてお  

り，部分的に塊め立てされた所があった。魚類番砥はは  

とんどは内湾域で行われており，外海域では椅口郎の  

st．1とsも，2の間に1ケ所見られるのみであった。義妹  

図3 梅潔植坐から見た賀田湾の海域区分   
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図4 蟹E‡］湾における龍場および無節サンゴモが優占する磯焼け地域の分布  

図5 窒蟹田湾海岸線における護岸工事および埋め立て箇所  

悲殖は賀田港および三木里港周辺の内拷域でのみで行わ  

れていた。定置網漁熟ま餐殖場の少ない内梅域および外  

海域で行われていた。  

考  察  

翫闇湾は三麓県南部に枚数し，嵐 西および北方に広  

がる枝湾を持つ湾であるが，本調遮により，これらの枝   
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図6 賀‡刀湾内の輩絶域および定置網の分布  

鳳 湾口部がそれぞれに特徴的な海藻植生をもつことを  

明らかにすることができた。西方の枝湾内にある古江漁  

港および賀川港周辺，東方の桟済内にある三木浦漁港周  

辺では海藻植生は窓弱であった。山方で，北方に広がる  

枝湾である三木里港周辺では海港植生は愚雷であり，マ  

メタワラ，ヨレモクモドキ，アントタメを中心とした大  

型褐疎からなる裸揚が潮下帯に広がっていた。湾口部に  

おいても海藻植当三ほ豊富であったが，潮下帯には小型の  

褐藻および紅潔が多く大型褐潔は少なかった。このよう  

に，湾奥から酒【コ部に向かって外海的性格が強くなる方  

向へ梅薙植座が漸次変化していくことが確認された。海  

藻の分布は放浪の強さと関係することが知られており2），  

このような酒興郎から湾口部にかけての海霧綾生の変化  

だけについてみれば，波浪の致さが海港植生に影轡を及  

ぼしている可能性がうかがわれた。   

富江漁港の西方（sも一5とst．6の聞）と三木補漁港の  

東方（st．12とsも．13の問）には滑意地点を役けなかっ  

たが，これは，海藻がほとんど生育していないためであ  

る。これらの海域では，埋め立てと謹辟工事が行われて  

いることから，海藻が固着する浅所の岩礁や岩などが減  

少し，また，浮泥の流出等により海潔の生育が困難になっ  

たものと思われる。   

無闇湾に生爾する大型褐商のうち励も多く見られたマ  

メタワラは，湾奥から機中央郎にかけて発達した群落を  

形成していることが確認された。しかし，尾鷲将におい  

ては湾奥にのみ生育が認められユ〉，両方、英虞湾では湾  

内全域に生爾が認められている7）。マメタワラは山口  

県8）や千葉県2）においても，内湾や波浪がやや弱い所に  

生督することが報告されており，これらの樽の間の生爾  

域の差輿は，それぞれの樽の波浪条件の養親によるもの  

と考えられる。ホソジュズモ等他の蕨頬の分布について  

も，同様の傾向が見られることから，賀田湾の海藻の分  

布は，外海に大きく開いた尾鷲湾と，海岸線が入り組ん  

だ英威湾の中間の特徴を持つものといえる。   

矧君湾には，コンプ科の藻類として暖梅性のアントタ  

メおよびヒロメが生育していた。しかし，北方に隣接す  

る厳驚湾に生育するアラメは見られなかった。また，賀  

田機に生簡していたホンダワラ科のブタエモクおよびコ  

プクロモクは尾鷲湾では見られないが，この2種は南西  

渚偽あるいは小笠原渚島まで分布する暖海性の穂である。  

これらのことから，教団湾は尾鷲湾と比較して，より峻  

梅性が強いと考えられる。   

感覚湾においては，1957年から1994年にかけての植  

生調速の結果，アラメ群落が褒過し，海藻穫数も大幅に  

減少していることが報哲されている3－…。また，内湾  

的性格の強い稚の分布域が広がり，植生区分から見た内   
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湾域が湾全体に拡大してきている。このような植生の変  

化の登園としては，激類の温度耐性の実験や水質調速の  

結果から，発電所の温排水の拡散，埋め立て地の拡大，  

採石場やダムからの潮水，生活排水，魚類巷鵜が挙げら  

れているj）。これに対し今回凋透した蟄閏湾では，古江  

漁賂，蟹闇湾，三水浦漁港周辺で多くの梅輝線が磯焼け  

となっていることがわかった。富江魚港や三木浦蘭魔の  

周辺では魚頬養殖場が広い水域を占有しており，これら  

の養殖場の位澱と磯焼けの分布が極めてよく一山一致してい  

る。三木当室港周辺では，SL g付近で魚類寒殖が行われ  

ているものの，この漁場は冬のみの使用である。これら  

のことから，賀田璃におては，魚類養殖が海港植生に蛋  

大な美好轡を及ぼしている可能性が強く示唆された。さら  

に，魚類滋殖の餌料および排泄物による有機物汚溌が磯  

焼けの要懐Iとなっている可能性がある。   

本研究において，無闇減便体の海藻植塵の特徴および  

植生に影轡を及ぼす環境要因をある程度明らかにするこ  

とができた。本研究を藻場造成のための避ち磯資料として  

用いると，造成対象椰としてはホンダワラ科，特にマメ  

タワラとヨレモクモドキが適していると考えられた。ま  

た．造成対象地域としては◆ 湾中央部および三木里枝湾  

のホンダワラ溌瘍周辺が適当であり，藻場の保護，拡大  

を目指す方向で滋境遇成が行われることが望ましい。  

出現種リスト  

木調姦で採袋された海藻の椰名と採集した地点を以下  

に示す。なお，和名および学名は吉田ら鋸に，分類群の  

名称および配列は千原王0）に従った。  

緑藻綱 ChrolopllyCeae   

アオサⅠ∃ Ulvales  

アナアオサ ぴヱuαpぞr£乙£Sα  

sも．1，6，8，9，10，11，14，15，16，17   

シオブサ‡芸才 Cladopi10rales  

ホソジュズモ  C′iαe£oJ乃Or叩んαCrαぶSα  

st．8，9，11，17   

クマゴバロエア VαrO几iαmαぐrOpんγぶα  

st．1   

イワヅタ目 Caulerpales  

へライワヅタ Cα！上～erpαわrαC′t”㍑ざ  

st．2，3，8，9，10，11  

フサイワヅタ Cd′uggrpα0たα打と比rαer．0たαmと↓rαe  

st．ユ1  

ハイミル Cod£昆mαd鬼αeJ・e托β  

st．6，9，17  

ナガミル Cod£はmeツ～f乃か£c㍑m  

st．6，8，11  

ミル Co（ゴ£㍑m♪†αgiヱe  

st．3，4，6，臥 9．11，12，14，15  

モツレミル Co（g£㍑mi花£r；eα£㍑m  

st．6，10，11  

タマミル Co（ゴ£㍑mmi花㍑β  

st．1，16  

褐報網 Phaeophyceae   

アミジグサ呂 DictyoLales  

へラヤハズ 刀ic紗Opね㍗£βprO～的rα  

st．1，2，3，6，7，8，9，10，11，14，15，16，  

17  

シワヤハズ ガic紗Op£er王ざ㍑花血gα£α  

sも．1，2，3，7．乳10．11，1孔15，16，17   

アミジグサ ガic£ツ0£αd£c九0£0汀氾  

sと．1，2，3，6，9，10，11，15，16，17   

アミジグサの仙・椰（1） ぷ£ぐ妙0£αSp．1  

sも．8，9，10，11，12，16，17   

アミジグサの小▲糀（2） 乃£c妙0£αSp．2  

sL】 

フクリンアミジ かよZ叩ゐ㍑β0如〃1㍑rαe  

st．7，8   

サナダグサ タαCねッd£c紗07iCOr王αCe㍑m  

st．2，8，10，17  

ウミウチワ タαd£′iααrわ07・eぷCだ乃ぷ  

st．2，3，5，6，7，8，9，10，11，14  

アッパコモングサ 勒α壬OggOぶS㍑m抑αβぎ！↓m  

st．1  

ヒロハコモングサ 勒α£ogZoぷぶ㍑m～α£‡上〃l  

st．1，15   

コモングサ 均）α£og～0ぶぶ昆mpαC沼c比J乃  

st．1  

シマオオギ Zo几αriαdfeざ乙れg乙α乃α  

st．11，17   

ナガマツモ冒 Chordarまales   

ネバリモヱふ舶闇拍動約m壷  

st．1，11，16   
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カヤモノリ目   

フクロノリ  

st．1，2，   

カゴメノリ  

st．2，9，  

ウルシグサl董l   

タバコグサ  

Scytosiphonales  

Co桓0汀とe托iαぶ£花㍑0ぶα  

7，8，9，10，11，12，14，ユ6，17  

勒drocgαとか㍑5Cgα£かα£㍑S  

ll，16  

Desmaresもiales   

ガだぶmαreg££α£αむαCO£deβ  

st．8，9，10  

エンドウモク ぶαrgαSβ㍑mツゼ托do£  

st．5，8，9  

紅潔観 Rhodophyceae   

テンダサ員 Gelidlales  

マクサ Ge～gd；㍑J㍑egegα花S  

st．2，8，9，11，12，16  

オエクサ Gど～£d∠㍑〃りqpOJtfc江汀L  

如．2   

ハイチングサ 供血軋刑即適仇潤  

st．1，15  

オバクサP£eroc～αdよαC叩£ヱZαCgα  

sも．2，3，5，8，9，15，16，17   

カギノリ‡ヨ Bonnemaisonまales   

クマイタグ甘 かeZ£ぶeαノαpO托£cα  

st．1，16   

サンゴモ目 Corallinales   

鰯節サンゴモ幾 nonarもiculatedcora11inealg・ae  

st．1，2，3，4，5，6，7，8，9，10，11，12  

14，15，16，17   

スギノリ【至】Gigartinales  

コメノリ C明叩頭賄潤血駆m   

st．1  

コンプ目 Laminariales   

アントクメ ガcゐgo71乙0βぶほrαdよcosα  

st．1，2，3，乳 9，10，】烏14，15，16，17   

ヒロメ L加dαrよα㍑花dαrgO£deぶ  

st．12，15  

ヒバマタ目 Fucales   

ヒジキ 川ニ～／由り一㍍可－〔）／・／＝■バ   

st．9，10，12，15，16，17   

ジョロモク 叫～αgrOpざほmツαgrO‡des  

st．11   

コプクロモク ぶαrgαざぶ沈mCr知的ヱZ㍑〃ュ  

st．7，S，11，16   

フタエモク ぶαrgαぶぶ昆md岬～icα£㍑m   

st．3，6，8，9，11   

イソモク 蝕rgαぶβ㍑m／脚乃£βんッ批m  

st．1，3，6，7，8，10，11   

アカモク 蝕rgαぶぎ昆mんor71ピタ・王  

st．6  

トゲモク 蝕rgαぶざ昆〃l〃1£crα（氾花£ゐ㍑〃1   

sと．】1，16，17  

クマハハキモク さ払rgαぶぶ㍑mm‡J££c乙↓m   

st．5，8  

クマナシモク ぶαrgαぶぶ㍑mJと£pβOJt£c比m  

st．1，1ユ   

ヒラネジモク ぶα曙αぶS㍑mOノiαmエげαe   

Sも．軌 9，10，11，16，17   

ヤツマタモク ぶαJ官αざS㍑れ↑βα£g托S  

sも．9  

マメタワラ 蝕閥闇㍑m画地町椚抑   

sも．5，6，8，玖10   

ヨレモク 蝕r官αぶS！JJ乃ぶg擁昆α∫£r㍑？れ   

sと．9   

ヨレモクモドキ ぶαrgαSS㍑PlγαJmαmO£oZ  

st．1，8，  

ムカデノリ   

st．2  

ヒデリメン   

st．1，2，  

タンパノリ  

バt．15   

フグラク   

st．2  

キントキ  

ゞt．11   

トサカマツ  

10，17   

伊仙壷岬壷〃壷血  

Gr（如～0叩乙α卵）αrぶα  

8，14，15，16，17   

㌘αC′t）′mだ托乙Opぶe～ヱ£βれCα  

J㍉（サ＼・川川向）．→Jr川（・（，り／〔Jh  

J）†・l■（川J′＝nJ？小川柏  

ダrio氾よ££βCJ・乙叩α£α   

st．1，2，3，8，9，1】 

スジムカデノリ 」軒加減宜鋸Ⅵ†10ぶ£sぶよ〃ユα   

sも．8，9，11  

イソダンツウ Cαα～αCα托£わ乙‘ぶ㍑ぶ～JJ．㍑ヱαま昆S   

st．16  

イポッノマタ C九0か㍑ぶひだrrCOS昆ぶ   

st．†）   
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コプソゾ ムα㍑re花C王α比花dと↓～α£α  

st．1，2，17  

アヤニシキ 財αr£gnぶ£αdeJl£ic㍑～α£α  

st．1，2，3，6，7，S，9，11，15  

ウスパノリの血山種 Ⅳ；£op九ッエg㍑mSp，  

st．1，16  

和 文 要 約  

三麓県南部の賀狂！湾内の17地点で梅滋植生の調査を  

1997年5月血6月にかけて諷意した。また，海棒線の概  

況の調査を1997年9月に行なった。採集された海港は，  

緑藻綱10樺，褐藻網33楓紅説綱37秤の紳80種であっ  

た。海港綿生および分布から考察した結果，磐田湾は内  

湾域，内海域および外線1或の3つに区分することができ  

た。内湾域は海港植生が窓弱で，いくつかの地点でほ磯  

焼けも鬼られた。鳩車東部にはヨレモクモドキまたはマ  

メタワラが優占するガラモ揚が発遷していた。外侮域で  

は海藻稀数が多く小型の海薙が多く見られた。このよう  

な海藻紙生の特徴は，地形による波浪条件や海水の動き  

の速い，埋立てエ肇や護岸工事および養殖による湾内環  

境の悪化に関係しているものと考えられた。  
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st－1，2，3，8，9，10，11，12，】．6，17  

イギス一芸1C・eralniales   

ユナ C′10托doJ，iαCrαgぶ£cα㍑ヱiβ  

st．1   

クロソゾ ムα乙£J、g柁C；α£乃£er〃1ed£α  

sも．2，10，11，16，17   

ミツデソゾ エαと‘re乃C£α0たαm㍑′・αゼ  

st，8，9，10，11，17   

ソゾの・椰（1） エαとょJ・だ托CgαSp．1  

sLl，2，6，17   

ソゾの－†・椰（2） エα昆re托ぐ£αSp．2  

sL．1   

ソゾの一Ⅳ瀾享（3） エα乙げe花CよαSp．3  

sと．16  




